
　 １月から３月の路線別・時間帯別交通事故発生状況（過去3年分析） ４月から６月の路線別・時間帯別交通事故発生状況（過去３年分析）

　 

  　  ～取締り要望～

県道新津村松線

主要地方道新潟新津線

秋葉警察署の交差点関連違反（信号無視・一時不停止・横断歩行者妨害等）取締り重点

重点場所
新津駅西側

（美幸町・山谷町・程島周辺）
新津駅東側（新津本町周辺）

国道403号 10時～18時　 管内全区間

新津駅付近一帯区域

新津本町地区～大関地区

10時～18時　

　　　　秋葉警察署の飲酒運転取締り重点

６時～12時　16時～20時 ６時～12時　16時～20時

令和８年４月

秋葉警察署の速度取締り重点
重点路線 重点時間帯 区　　　　　間

秋葉警察署

速　度　等　取　締　り　指　針

規制速度

４０キロ/指定

４０キロ/指定10時～18時　

重点場所

　横断歩道における横断歩行者妨害など交差点関連違反の取締り

★　重点以外の場所・時間帯であっても、取締りを実施することがあります。

重点時間帯

法　　　　定

中野地区～下興野町地区

主要地方道新潟新津線

５時～８時重点時間帯 2１時～２時

令和５年～令和７年　４月～６月の人身事故発生件数（58件）

４月から６月の事故類型別交通事故発生状況(過去３年分析)

＜令和７年中の交通事故の発生状況と分析結果＞

● 令和６年と比べ、発生件数（＋13件）、負傷者数（＋９人）が増加した。死者数は「０」であったが、死亡事故に

なりかねないものを含め重傷事故は15件（＋４件）発生した。

● 時間帯別では、午前中（買い物目的）、午後２時から午後８時までの下校・帰宅時間帯に多く発生。
● 類型別では、前方不注視や追突事故などの漫然運転による事故、右折車両が関係する事故の発生が増加

しており、引き続き、横断歩行者妨害など交差点関連違反の指導取締りの必要性が認められる。

● 全79件中、高齢者事故は37件（47％）、高齢運転者事故は31件（39％）を占め、最重要課題である。
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○ 学校（園）周辺の通学路を歩行する子供や横断歩道上の高齢者など、交通弱者を守るための街頭活動を強化。

○ 園児、児童を対象とする交通安全教室の実施。
○ ４月の改正道路交通法の施行に伴う自転車利用者に対するルールの周知徹底と指導取締り。
○ 幹線道路や通学路等におけるレッド警戒（赤ランプの点灯）を効果的に実施し、速度の抑制と緊張感の保持により

死亡・重傷事故の発生を抑止。

その他の交通指導取締り要点

秋葉警察署管内における交通事故実態

▼ 路線別では、国道で26%、県道で29%、市道で40%の事故が発生。

▼ 時間帯別では、午前中（買い物目的）、午後２時から午後８時まで

の下校・帰宅時間帯に多く発生している。

▼ 事故類型別では、車両同士の事故が全体の86％、うち追突事故が

半数近くを占めている。

新年度が始まり、慣れない道や心境の変化に起因する交通事故の

発生が懸念される。

27

12

11

2
6

車両対車両 追突

車両対車両 出会い頭

車両対車両 その他

自転車 対車両

人 対車両

0 0
2

6 7

12

5

9 10

6

1 0
0

5

10

15


